フーベルト・リッターのジードルンク・ルントリンクに見る 住棟と住戸平面の関係性 by 海老澤 模奈人
63 
㸨 東ி工ⱁ大学工学部建築学科ᩍᤵ 







A stud\ on the housing estate Rundling b\ Hubert Ritter: focusing on the relationship 




This paper discusses the housing estate Rundling constructed in Leipzig in 1929-30, focusing 
on the relationship between the arrangement of residential buildings and dwelling unit plans.  
German architect Hubert Ritter designed the housing estate Rundling as triple circular rings 
consisting of twenty-four arc-like residential buildings.  He adopted this distinctive arrangement in 
consideration of the raised ground in Leipzig-Lößnig.  In order to ensure good residential condition 
in the circular buildings, Ritter planned various dwelling unit with careful consideration of the 
relationship to direction.  Though the details of Ritters’ planning in these buildings had not been 
revealed until today, this study attempted to present sixteen types of dwelling unit plans of housing 
estate Rundling by searching and analyzing historical drawings housed in the Leipzig city archive.  
So, the housing estate Rundling is one the prominent examples of the housing estates during Weimar 
period, not only because of its unconventional arrangement of residential buildings, but also its 























































































































ເに応ເしたリッターは、87 人の୰からその職に㑅ばれ図  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣈࣜࢵࢶ㫽▔෗┿㸦 ᖺ㸧 
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た。ジェームࢬ・ビューリンク（1871-1936）のᚋ௵として、
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代の⑓㝔建築（Der Krankenhausbau der Gegenwart）』を著
し、ハノーファー工科大学から博ኈྕをᤵ୚されている。







ࢇだᚋ、1952 年 10 月にᨾ㒓ミュンヘンにᡠった。ミュン
ヘンではミュンヘン工科大学を༞ᴗしたᜥᏊのハンス・リ
ッターと協ാしながら、各地の⑓㝔計画を୰ᚰに設計を行
った。そして 1967 年 5 月 25 日、フーベルト・リッターは









は⣙ 10 ୓人から 60 ୓人㉸にቑ加している。その時点でベ
ルリン、ハンブルク、ミュンヘンに次いでドイツᖇ国内で
➨ 4 の㒔ᕷとなった 17)。➨一次ୡ⏺大戦ᚋはከくのドイツ
㒔ᕷの例に₃れず、ライプツ࢕ヒでも住宅不㊊のゎᾘがႚ
緊のㄢ題となった。ある資料によれば、1919 年における同
ᕷの住宅不㊊ᩘは⣙ 13,300 戸だったとされる 18)。戦ᚋの
ΰ஘が⥆くこの時ᮇ、ライプツ࢕ヒでは௚㒔ᕷと同様にᕷ
や建設協同組合（Baugenossenschaft）が主な住宅౪⤥主体
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〜4 階建ての 24 の円ᘼ形の住棟による୕㔜円としてルン





















































に、పいところにある円は 2 階建てか 3 階建てとし、内側
図  ࣞࢫࢽࣄᆅ༊ࡢ⥲ྜᘓタィ⏬㸦 ᖺ㸧 図  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡ㓄⨨図㸦໭ࡀୖ㸧 
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い位置にあり、4 階建ての 4 つの住棟からᵓ成される（図
9）。その外側の 2 つの円環を形成するのが 3 階建ての住棟
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・ᗋ面✚ 45〜50 ㎡の最小住居㹙2 部屋と台所௜き居㛫
（Wohnküche）㹛：72 戸 
・ᗋ面✚ 54〜75 ㎡の୰規模住居㹙3 部屋と台所㹛：454 戸 
・ᗋ面✚ 54〜75 ㎡の୰規模住居㹙4 部屋と台所㹛：59 戸 
























をᣳࢇで୪ࡪ 2 住戸を⾲現している。4 ᯛの内 3 ᯛの図面
図  ᒇୖࢸࣛࢫࢆࡶࡘෆ෇ࡢఫᲷ㸦1R㸧 


































する 24 の住棟に図 15 のように␒ྕを୚える。最も外側
（外円）の 8 棟は、No.3〜10、୰㛫（୰円）の 12 棟は No.11




る༡໭に伸びるᗑ⯒௜住棟（図 12）に Gruppe I, II が๭り
ᙜてられているためである。本✏の主║は、円環状の住棟
と住戸平面との関係を⪃えることにあるため、ここでは
Gruppe I, II は⪃ᐹの対象外とする。 
No.3 から No.26 の住棟はす࡭て、階段室をはさࢇで 2 住
戸がᕥྑに୪ࡪ、いわࡺる階段室型の㞟合住宅の形式をと
っており、各住棟には 2〜8 つの階段室が設けられている。
図  ࣜࢵࢱ࣮ࡀබ⾲ࡋࡓ ࡘࡢఫᡞᖹ㠃図 
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図を図 16 にࡲとめて♧した 47)。 







⾲  ࢪ࣮ࢻࣝࣥࢡ࣭ࣝࣥࢺࣜࣥࢡ࡟ィ⏬ࡉࢀࡓఫᡞᖹ㠃ࢱ࢖ࣉ 
 
⾲  ࡟㛵ࡍࡿὀ㸸 
・「住棟 No.」はそれࡒれの住戸平面タイプがどの住棟に計画されたかを⾲している。例えば「23 ༡」は 23 ␒住棟の༡側半分をព࿡する。 
・ᗋ面✚については、図面上の記㍕方法がさࡲࡊࡲであり、住戸によってᕪがあるため、目Ᏻのᩘ್を記入した。面✚はバルコニーもྵࡴ。 
・「外側」「内側」のḍに記㍕された記ྕは、WZ=居㛫(Wohnzimmer), EZ=ぶ(ᐷ)室(Eltern(schlaf)zimmer), KZ=Ꮚ౪(ᐷ)室(Kinder(schlaf)zimmer), K=台所(Küche),  
WK=台所௜居㛫(Wohnküche, No.(5)のࡳ), B=ᾎ室・౽所(Bad)を⾲す。それࡒれの部屋が円ᘼの外側・内側のどࡕらに配置されているかを♧している。 
記ྕの㡰␒は、階段室から㞳れた側からの部屋の୪び㡰を⾲す。同様に「バルコニー」「階段室」が円ᘼの「外側」か「内側」かも♧した。 
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宅・建設会♫により、1993 年から 1997 年にかけてᩥ化㈈
ಖㆤを⪃慮した全面的なಟ᚟が実᪋された。あわせて
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